
」---
文部科学省令和 5年度地域連携による障害者の生涯学習機会の拡大促進事業

・ 四『スポーツの楽しさを多くの人へ』.......................................................................... 

[10:00~15:00（昼休み1時間あり）：

20236/240溢品？事とこ：
すべてのスポーツ指導者・普及者
（競技や種目に関係なく）

講師伊藤裕子氏
（ぺんぎん村水泳教室代表・指導者）

子どもの可能性を輝かせて

30年前、「ぼくも泳げるようになりたい」と訪

ねてきた6歳の脳性麻痺の少年との出会いを

きっかけに、障がい児・者の水泳教室「ぺんぎん

村水泳教室」を開校。障がい者スポーツの指導

教本も無かった時代、相手と対話し、観察し、様々

な学びを応用しながら指導をされてきた裕子さん

は、いまでは「水の中なら誰が来ても任せて！」

というスーパー指導者です。

すべての人を水の中で受け止めてきた伊藤裕子

さんの揺るぎない信念と、だれもがスポーツに

触れられる未来についてお話を伺います。

講師松田薫二氏
（一般社団法人日本障がい者サッカー連盟専務理事）

誰もがスポーツを
楽しめる躙境づくり
～障がい者サッカー＆

まぜこぜウォーキング
フットポール体験会～

障がいの有無に関係なく混ざり合い楽しむイン

クルーシブフットボールの普及を通じて、スポー

ツの楽しさが社会にもたらす効果、だれもが楽し

める環境づくりで大切にしていることをお伺いし

ます。体験会ではブラインドサッカー（視覚障が

い）・アンプティサッカー（切断障がい）・電動車

いすサッカー（重度障がい）と、障がいや特性の

有無に関係なくワンチームとなってプレーをする

「まぜこぜウォーキングフットボール」を行います。

誰もがフットボールを楽しめる環境づくりで大

切にしていることや、インクルーシブスポーツが

もたらす社会的効果についてお話を伺い「だれも

が」のヒントを探ります。



伊藤裕子氏
ぺんぎん村水泳教室代表・指導者。 1992年、障がい児・

者のための水泳教室を開校。パラリンピックメダリストの鈴

木孝幸選手をはじめ多くの競泳選手を輩出しているだけで

なく、重度重複障害児・者も受け入れている。水中だから

こそ「できる」体験を通し、「あきらめない」気持ちを育み、

心のバリアフリー化を目指す。 1997年中日新聞教育賞、

2015年公益財団ソロプチミスト日本財団社会ボランティア

賞、 2021年障がい者の生涯学習支援活動に係る文部科学

大臣表彰、 2022年ヤマハ発動機スポーツ振興財団スポー

ッチャレンジ賞功労賞を受賞。

松田薫二氏
一般社団法人日本障がい者サッカ一連盟専務理事、公益

財団法人日本サッカー協会47FA普及推進部普及推進グ

ループ。 1992年にJリーグに勤務し、当時のチェアマン川

淵三郎氏の下でJリーグの基盤整備を行う。 2004年から

は日本サッカー協会に勤務し、主に競技力向上を目的とす

る部署を担った。 2015年からは普及を目的とした部署に移

り、「誰もがいつでもどこでも安心•安全にサッカーが楽し

める環境づくり」を推進する業務の中で「障がい者サッ

カー」にも関わり、 2016年には7つのカテゴリーの障がい

者サッカーが属する「日本障がい者サッカー連盟」を設立

した。ウォーキングフットボールなどのインクルーシブスポー

ツを通じて心のバリアフリーを起こしている。

4•入ぷ．＂ スポーツ指導者・普及者の皆さんヘヤ外←ヽ £1

［ 霊はごぶ孟霊言 ］ 
私たちは、いつでも（いつまでも）、どこでも、だれにでも、

スポーツや運動を楽しむ環境がある未来を目指しています。

それは、スポーツが一部の人だけにある未来ではなく、

◇年齢や経験、障がいや特性にかかわらず全ての人がス

ポーツの「楽しさ」を享受できる

◇社会や人と繋がり合う良い「コミュニテイ」を生んでいる

◇「自分なりに楽しむ」ことができる環境がある

◇スポーツの「楽しさ」をみんなで「共有」している

こうしたスポーツ環境が当たり前となり、だれもが持ち合わ

せている特性をそのまま受け入れ合える社会になることが

目標です。

［ スポー‘塁已？雰講座が ｀ 4 

全ての人に開かれたスポーツの未来を考える時、キーパー

ソンとなるのはスポーツ指導者・普及に携わられている方々

だと考えています。

本講座は様々な専門分野の講師陣のほか、障がい当事者の

方々にもこ参画いただき、「こうありたい」と願うスポーツの

未来を共に創る（共創）プログラムです。障がいや特性につ

いて知ることをきっかけとして、ありとあらゆる人がスポーツ

の楽しさに触れられる環境づくりを考えます。

種目の違いを超えたネットワークをつくり、ともにスポーツ

の未来を創りませんか？

スポーツの未来づくりセミナー

さまざまな講師陣や専門医などから学びながらだれもがスポーツを楽しめる環境づくりを目指します

令和5年7月から令和6年2月まで、月2回程度のペースで様々な講座が開催されます

スポーツにおけるDE&l（ダイバシティ・エクイティ＆
インクルージョン）やウェルビーイング（幸せ）とは

1医学的見地から障がい特性や心身の特徴を学ぶ
1スポーツを通じた共生・協働・共創とは
一指導の実践から障がい等を持つかたへの指導を学ぶ
（ぺんぎん村水泳教室）

ソーシャルフットボール（精神障がい者フットボール）を
通じた、スポーツのリカバリーや有意味・有意義性について

まぜこぜ珊境創出のための対話と協働に必要な

合意形成のコツを学ぶ

1まぜこぜスポーツまるシェ（実践の場）の企画と実施
I参加者アンケートの分析から、場創りの改善と発展
I成果発表多様な人で創るスポーツの場とは
1スポーツ指導者ネットワークの結成


